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並列・近接する PC 上部工 3 橋の同時施工
熊野尾鷲道路古川高架橋 PC 上部工事

工　藤　朗　太

本工事は，三重県ೆ部の熊野ඌ࿯道路のうち，լ田 IC 直近にҐஔする古川高Ս橋において，並列・近
接する PC3 ࿈ଓラーメンശܻ橋の上部工をؒܘ 3 橋ಉ時に施工するものである。施工にあたっては，3
橋が近接しڱい施工ヤードしか֬保できないため，橋໘上に定ஔ式クレーンを設ஔするなどの施工ヤード
の༗効活用策を講͡た。また，早期開通を目指し短期ؒで׬成させるために，֎έーϒルのプレフΝϒ化，
น高ཝのプレキャスト化などの工期短ॖ策を実施した。
キーワードɿ  PC 上部工，ுग़しՍ設，ϙテインクレーン，Ҡಈ作業ं，プレキャストน高ཝ，֎έーϒル

1．はじめに

熊野ඌ࿯道路は，三重県ೆ部にҐஔするඌ࿯市と熊
野市を݁ぶԆ長 18.6 Lm の一般国道の自ಈंઐ用道路
であり，ক来的には，ඌ࿯市内で事業ਪ進中の熊野ඌ
࿯道路（ᶘ期）を介してل੎自ಈं道に接ଓする。接
ଓしたࡍには，௡市などの三重県ओ要都市および名古
屋ݍ，大阪都市ݍへの自ಈंアクセスのඈ༂的な向上
が期଴されるなど，三重県東ل州地域の住ຽの൵ئと
も言える高速道路である。古川高Ս橋は，その熊野ඌ

࿯道路のうち，平成 25 年 9 月 29 日に開通した三໦ཬ
IC ʙ熊野大ധ IC ؒのඌ࿯市ೆ部に設けられたլ田
IC の直近にҐஔし（図─ 1），本ઢ橋，A ランプ橋，
% ランプ橋の 3 橋で構成される。表─ 1 に工事概要
をまとめる。

3 橋の構造形式は，いずれもுग़しՍ設で施工され
る PC3 ࿈ଓラーメンശܻ橋であり，本工事ではؒܘ
この 3 橋をಉ時に構築した。図─ 2 の一般平໘図に
ࣔすとおり，この 3 橋はޓいが並列・近接しているた
め施工ヤードがڱく，昇降設備などのԾ設備や༲重機
の配ஔに੍໿があった。また，熊野ඌ࿯道路の早期開
通を目指し，工期短ॖを実現する必要があった。本ߘ
は，これらの課題に対して実施した対策についてड़΂
るものである。
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工事名 平成 23 年౓ 42 号古川高Ս橋 PC 上部工事
発஫者 国土交通省中部地方整備ہ
施工者 ㈱安藤・ؒ
施工場所 三重県ඌ࿯市լ田町
工　期 平成 24 年 3 月 9 日ʙ平成 25 年 8 月 30 日
工事内༰ PC3 ࿈ଓラーメンശܻ橋ʷؒܘ 3 橋（図─ 3～ 5）

・橋　　長　本ઢ橋　223.5 m
　　　　（支ׂؒ 73.500 mʴ90.000 mʴ58.000 m）
　　　　　　A ランプ橋　180.605 m
　　　　（支ׂؒ 49.400 mʴ80.000 mʴ49.405 m）
　　　　　　% ランプ橋　189.0 m
　　　　（支ׂؒ 53.000 mʴ85.000 mʴ49.000 m）
・༗効෯һ　本ઢ橋　9.5 m
　　　　　　A ランプ橋，% ランプ橋　5.5 m
・Ս設工法　ுग़しՍ設工法ਤᴷ 1　橋ྊҐஔਤ
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2．施工方法

本橋の施工方法は，3 橋ともにҠಈ作業ंをར用し
たுग़しՍ設工法である（図─ 3～ 5）。施工ख順を
図─ 6 にࣔす（図は本ઢ橋の例）。ுग़し施工のϒϩッ
ク数は，本ઢ橋が 12 ϒϩック，྆ ランプ橋が 9 ϒϩッ
クである。3 橋をಉ時に施工することから，Ҡಈ作業
ंを 12 台（1 橋当り 4 台）ಉ時に࢖用した。Ҡಈ作
業ंは，ओମトラスが現地での組立てを必要としない
構造となっているൺֱ的コンパクトなものを࢖用した。

3．並列・近接に関する施工対策

（1）施工ヤードの有効的利用
3 橋が並列・近接していることはલड़の通りである

が，ඌ࿯方໘ଆでは，ランプの分ذ合流఺が近いため
A1 橋台から A2 橋台に向けて 3 橋がঃ々に近づいて
おり，A2 橋台近๣では，ޓいの཭ִが 2 m ఔ౓とな
る。このため，県道に接して構築された 3 橋の P2 橋
脚が並ぶエリアでは，非常にڱい施工ヤードしか֬保
できない。そのため，3 橋をಉ時に施工するためには，
施工ヤードを༗効にར用しなければならないという課
題があった。

この課題に対して，;たつの対策を実施した。ひと
つめの対策として，本ઢ橋の橋໘上に定ஔ式のクレー
ンを設ஔした（ϙテインクレーン，写真─ 1 参র）。
これにより，地上部の施工ヤードに配ஔするクレーン
をݮらすことができ，༗効に施工ヤードをར用するこ
とができた。࢖用したϙテインクレーンの性能は，重
ྔ 2 t までのものであれば，22 m の作業൒ܘを֬保で
きるものである。このため，本ઢ橋໘上に設ஔしたϙ
テインクレーンで，本ઢ橋および྆ଆのランプ橋へ
の，΄とんどの༲重作業をカόーすることができた。

ਤᴷ 2　Ұൠฏ໘ਤ
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ਤᴷ 4　Aϥϯϓ橋ଆ໘ਤ

ਤᴷ 5　%ϥϯϓ橋ଆ໘ਤ
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なお，ϙテインクレーンの特௃として，ઐ用のΦϖレー
タがෆ要であり，༗֨ࢿ者であればどの作業һでもૢ
作できることも，本工事においては大いに役立った。

;たつめの対策として，P2 橋脚の施工ヤードに接
する県道のยଆंઢ੍نを必要に応͡て行った。ओと
しては，コンクリートଧ設時の生コンंやࡐྉをൖ入
するためのトレーラー等を，ยଆंઢ੍نを実施した
上で県道に配ஔし，ՙ降ろしを行った。

（2）移動作業車の使用状況
ுग़しՍ設に࢖用するҠಈ作業ंは，本ઢ橋でશ෯

が 15 m，ランプ橋で 10.5 m と，橋のશ෯よりも 4 ʙ
4.5 m 大きい。一方で，P2 橋脚と A2 橋台ؒでは 3 橋
の相ޓの཭ִが最小 2 m ఔ౓となる。このため，P2
橋脚と A2 橋台ؒにおいては，3 橋のҠಈ作業ंがԣ
1 列に並んで施工することができない。したがって，
ϒϩック数の多い本ઢ橋をઌ行してுग़しՍ設を行
い，後方から྆ଆのランプ橋のுग़し施工が௥いかけ
る形で施工を行った。P2 橋脚ʙ A2 橋台ؒのுग़し
施工の状گを写真─ 2 にࣔす。

なお，ઌ行する本ઢ橋のுग़しՍ設がԿらかの理由
で஗れた場合には，後行する྆ランプ橋も஗れること
になるが，本ઢ橋のுग़しՍ設は順ௐに進௙しそのよ
うな事ଶは発生しなかった。

4．工期短縮策

（1）側径間支保工構造の変更
ランプ橋では，ଆؒܘด合部の施工における支保工

は吊り支保工形式で計ըされていた。吊り支保工は，
図─ 7（a）にࣔすように，ுग़し施工がྃ׬しない
と構築ができない構造である。これに対して，A2 橋
台ଆにおいてはܻ下に੍໿がないことから，図─ 7（C）
にࣔすような支ப式支保工にมߋした。これにより，
ுग़し施工がྃ׬するલに一部をআいて支保工の構築
が可能となり，ランプ橋において工期短ॖが図られた。

（2）外ケーブルのプレファブ化
当ॳ設計の֎έーϒルは，グラ΢トタイプを用いる

こととなっていた。グラ΢トタイプの場合は，ܻ内で
の保ޢ管（PE シース管）の組立て，PC 鋼よりઢの
ૠ入，έーϒルશ長にわたるグラ΢ト஫入など，ख順
が多く存在する。このため，֎έーϒルをプレフΝϒ
化することで，工期短ॖを図った。本工事では，アン
Ϙンドマルνέーϒルを࠾用した。アンϘンドマルν
έーϒルとは，防ࡺグリースをృ布した PC 鋼よりઢ
をݸผに高ີ౓ϙリエνレンでඃ覆し，さらに高ີ౓
ϙリエνレンで一ׅඃ覆した三重防৯構造で，この状
ଶで現場にൖ入される。これをശܻ内にૠ入，ۓுす
れば現場での作業は΄΅ऴྃするため，保ޢ管組立て
およびグラ΢ト஫入作業を省くことができ，工期短ॖ
が図られた。アンϘンドマルνέーϒルのૠ入は，ઐ
用のプルスタンドを用いて行った。

（3）壁高欄のプレキャスト化
（a）プレキャスト化の概要
当ॳ設計のน高ཝは，現場ଧちで製作するもので

あった。この大部分をプレキャスト化することで，現
場での大ن模な型࿮工，鉄ے工，コンクリートଧ設な
どを省ྗ化することとした。本工事で࠾用したプレ
キャストน高ཝの概要を図─ 8 にࣔす。図にࣔすよ

ࣸਅᴷ 1　ϙςΠϯΫϨʔϯ

ࣸਅᴷ 2　3橋のҠಈंۀ࡞ʢ12ʙ A2ؒʣ

ਤᴷ �　ଆࢧؒܘอ޻のมߋ
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うに，น高ཝの上部 80 ʙ 85 cm の部分を工場製作の
プレキャスト部ࡐとし，下部 15 ʙ 20 cm の部分にແ
ऩॖϞルタルを充రして，ுग़しচ൛とプレキャスト
部ࡐを一ମ化させるものである。ແऩॖϞルタル充ర
部はループ継ख構造を࠾用し，น高ཝ下୺部のۂげ耐
ྗを֬保する構造とした。

なお，プレキャスト部ࡐは，Ԇ長 4.99 m を基本と
し，プレキャスト部ࡐ相ޓのؒは，エラスタイト（t
ʹ 10 mm）の設ஔによる๲ு目地とした。プレキャ
スト部ࡐ 1 ピースの重ྔは໿ 3.5 t である。

また，本工法の࠾用に当っては実物大（Ԇ長は൒分
の 2.5 m）のࢼڙମを製作して静的載ՙݧࢼを行い，
，げ耐ྗを֬ೝした。݁Ռとして，น高ཝ下୺部はۂ
設計高ཝਪྗに対して 6 ഒ以上のۂげ耐ྗを༗してお
り，本構造がे分な安શ性をもつことを֬ೝできた。
（C）プレキャスト部ࡐの製作
プレキャスト部ࡐの製作は，す΂て静岡県ম௡市内

の工場で行った。製作数は 218ピース，Ԇ長では 1
090 m
である。なお，น高ཝのશԆ長は 3 橋で 1
182 m であ
るが，橋梁୺部の合計 92 m（1 Օ所当り平ۉ 7.7 m）は
伸ॖ૷ஔとの取り合いや，プレキャスト部ࡐのԆ長方
向の製作ࠩޡをٵऩさせる関܎上，現場ଧち部とした。

工場での製作は，ઐ用の鋼製型࿮を 6 セット用ҙ
し，一日最大 6 ピースの製作により໿ 2 ϲ月ؒでऴྃ
した。工場製作時におけるコンクリートଧ設状گを写
真─ 3 にࣔす。

（c）プレキャスト部ࡐのൖ入，ؒ配り
プレキャスト部ࡐのൖ入は，25 t トレーラーにて

行った。1 台当り 6 ピース積載し，1 日当り 3 台をൖ
入した。ൖ入状گを写真─ 4 にࣔす。ൖ入は，ൺֱ
的広く県道の交通੍نがෆ要な P1 橋脚施工ヤードに
トレーラーを進入させ，70 t クϩーラークレーンにて
橋໘上にՙ༲げを行った。

ՙ༲げしたプレキャスト部ࡐは，4 t トラックにて
Ս設Ґஔまで橋໘上を運ൖし，Ҡಈ式クレーン（ৄࡉ
は（E）参র）にてԾஔきを行った。このؒ配りは，
プレキャスト部ࡐのਾ෇けલにશてのピースについて
実施した。これにより，น高ཝの重ྔの΄とんどをਾ
෇けલにओܻに作用させԖ直มҐを発生させることが
できるため，ਾ෇けにおける上ӽしを考ྀした高さௐ
整を༰қにすることができた。
（E）プレキャスト部ࡐのਾ෇け
プレキャスト部ࡐのਾ෇けは，橋໘上に設ஔしたҠ

ಈ式クレーンで行った。Ҡಈ式クレーンについては，
本ઢ橋では 13 t ラフタークレーン，྆ランプ橋では
4.9 t クϩーラークレーンを࢖用した。ランプ橋にお
けるਾ෇け状گを写真─ 5 にࣔす。ਾ෇け時のҐஔ
や高さのඍௐ整には，νΣーンϒϩックおよびレόー
ϒϩックをそれͧれ 4 台用いた。ਾ෇け要ྖを図─ 9

にࣔす。

ਤᴷ 8　ϓϨΩϟετนߴཝの֓ཁ

ࣸਅᴷ 3　ϓϨΩϟετ෦ࡐ੡࡞ঢ়گ ࣸਅᴷ 5　ϓϨΩϟετ෦ࡐਾ෇͚ঢ়گ

ࣸਅᴷ 4　ϓϨΩϟετ෦ࡐൖೖঢ়گ
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（e）ແऩॖϞルタルの充ర
プレキャスト部ࡐのਾ෇け後，ループ継खの࣠方向

鉄ےをૠ入し，型࿮を設ஔした。内ଆの型࿮には，ແ
ऩॖϞルタル஫入用のビχールホース（П 25 mm）
を 1 m ִؒで配ஔした。なお，ແऩॖϞルタルは，
コンクリートとҟなり型࿮のわずかなܺؒからも࿙ग़
するため，型࿮目地部やコンクリートにඃさる部分に
は，ܺؒテープのష෇け，シリコンによるコーキング
ॲ理等を施した。

ແऩॖϞルタルは，橋໘上にプラントを設ஔして࿅
りࠞぜ，電ಈϙンプで஫入し充రした。充రに当って
は，一日の施工Ԇ長 30 m（ແऩॖϞルタル໿ 2.5 m3）
のうち 2.5 m 分の型࿮໘൘をアクリル൘とし，充ర状
ೝを行った。これにより，充ర方法のଥ当֬ࢹの目گ
性についてূݕを実施した。

（4）橋台パラペットの分割施工
橋台のパラϖットは，֎έーϒルの定ண部がܻ୺部

に存在するため，֎έーϒルの施工がྃ׬しないとண
खできない。また，パラϖットの構築がऴྃしないと，
伸ॖ૷ஔの設ஔができないため，伸ॖ૷ஔと一ମとな
る୺部のน高ཝの施工ができない。このことから，橋
台のパラϖット構築に関しても工期短ॖを図る必要が
あった。一方，図─ 10 にࣔすように，ܻ୺部શ໘に
֎έーϒルの定ணମが存在するものではない。した
がって，֎έーϒル定ணମがなく，ۓு作業にׯবし
ない範ғをઌ行する形で分ׂ施工を行った。　

5．おわりに

これまでにड़΂た様々な工期短ॖ策の実施により，
3 橋ともに平成 25 年 7 月຤までに上部工を引渡すこ

とができた。׬成ࣸਅを写真─ 6 にࣔす。
古川高Ս橋をؚΉ熊野ඌ࿯道路は，平成 25 年 9 月

29 日にશઢ開通をՌたすことができた。本工事だけ
ではなく，ଞ工区の高Ս橋工事，道路工事，ฮ૷工事
なども早期開通の実現に向けた施工上の課題を๊えて
いたが，おޓいが協ྗをし，また発஫者と一ମとなっ
て౒ྗと工夫を重Ͷた݁Ռである。
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